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研究成果の概要 

昨年度に引き続き、シリコーンネットワークに基づく新しいハイドロゲルを利用した不均一触媒の

開発研究を行なった。Pt塩の存在下、有機置換アルコキシシランの加水分解・重縮合と、ビニルモ

ノマーのラジカル重合を同時に行い、ハイドロゲルを得た。Pt種を担持するための配位子の種類を

最適化するため、有機置換アルコキシシランとビニルモノマーの種類を変化させたスクリーニング

実験を行い、最適な配位子の組み合わせを見出した。モデル反応条件における TOFは 2.4×106 

h−1を示した。これは、工業用均一触媒である Karstedt触媒よりも高く、報告されている不均一触媒

の最高値（9.2×106 h−1）に迫るものであった。さらに Pt種のリーチングは確認できず、ハイドロゲル

中のビニルシリル基により強く担持されていることが示唆された。XAFS測定によると、Ptの L3吸収

端は PtCl2に類似したスペクトルであることがわかった。また、Ptの第一配位圏として、Pt-Pt間距離

である約 0.27 nmにはピークが観察されなかった。XRD測定からも Pt結晶に関する回折ピークは

みられず、Pt種は単原子（イオン）状態であり、クラスターあるいはナノ粒子を形成していないものと

考えられる。 

シリコーンハイドロゲルを用いると、Pdや Irなど他の白金属元素や Fe, Co, Niなどの 3d遷移金

属への展開も期待できる。また、金属種の導入により力学物性の制御やMOFに類似した多孔構

造を導入できる可能性もある。ハイドロゲルを用いた特異的な配位環境を実現することによって

様々な機能性材料への展開が期待できる。これらについて領域内共同研究も行いながら進める予

定である。 

また、シリコーン組成に基づくエアロゲルに関して、高い曲げ柔軟性が得られるなどの進展があ

った。この成果に関して、いくつかの論文を出版した[1-4]。 
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